
放射線の人体への影響

• 人体が放射線をあびると人体を構成する正
 常細胞をこわしたり、傷つけたりします。

• 線量が低い場合は、身体に備わった修復作
 用や回復機能により修復されますが、修復さ
 れなかった場合には放射線障害が発生する
 といわれています。



人体と放射線の関係

• 放射線障害は放射線量が高いときと低いときで異な
 ります。

• 1シーベルト（1,000ミリシーベルト）以上の高い線量を
 受けると、臨床的に問題となります。

• 高い線量の放射線を受けた結果、特定の症状が現
 れることを確定的影響と言います。その症状が現れ
 る最低の線量をしきい線量と言います。

• 200ミリシーベルト以下の低い線量の放射線を受けた
 場合は、急性の障害が現れる臨床的例は見られま

 せん。しかし、生涯のうちには出る可能性がないと言
 い切れないので、確率的影響と言います。

• 確率的影響は放射線以外の原因で発生したものと
 区別がつきません。





放射線量別の人体への影響

高
線
量
放
射
線 

致 死 的 

１００ Sv 即死 
～１００ Sv がんの放射線治療を行うときの局所的な照射 

５０ Sv （局部照射）壊死 
１０ Sv （全身照射）１～２週間でほとんど死亡、（局部照射）紅斑 

重 症 ５ Sv 白内障 
４ Sv 吐き気、半数が死亡する 

軽 症 
３ Sv 発熱・感染・出血・脱毛・子宮が不妊になる 
２ Sv 倦怠・疲労感、白血球数低下、睾丸が不妊になる 

1 Sv(1,000mSv) 吐き気などの「放射線病」（死亡率は低い） 

低線量放射線 

250 mSv 胎児の奇形発生（妊娠 14 日～18 日） 
～ 200 mSv （これ以下の被ばくでは放射線障害の臨床的知見はない） 

50 mSv 原子力施設で働く人たちへの基準（年間） 
10 mSv ガラバリ（ブラジル）の人が年間に受ける自然の放射線量 

0.6 mSv 1 回の胃の X 線診断で受ける量 

自 然 放 射 線 

4.4 mSv （医療機関も含めて）日本人が 1 年間に受ける平均の放射線量 
2.4 mSv 1 年間に自然から受ける平均の放射線量 
1.0 mSv 原子力施設の公衆への基準（年間） 
0.2 mSv 成田･ニューヨーク間の国際線航空機片道飛行で宇宙線からあびる量 

(１Sv = 1,000ｍSv) 
 

（出典：https://www.atomin.go.jp/reference/radiation/body/index05.html#introduction





出典：資源エネルギー庁「原子力2010」他

日常生活と放射線
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日本の原子力発電所から放

 

出される放射性物質から受

 

ける放射線の量は0.001ミリ

 

シーベルト未満です。（年

 

間）





出典：資源エネルギー庁「原子力2010」
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●体内の放射性物質の量

●食物中のカリウム40の放射能量（日本）

カリウム40

 

4,000ベクレル

炭素14

 

2,500ベクレル

ルビジウム87

 

500ベクレル

鉛210・ポロニウム210

 

20ベクレル

食パン

 

30 米

 

30

ほうれん草

 

200 魚

 

100 牛肉

 

100生わかめ

 

200

干ししいたけ

 

700 ポテトチップ

 

400
干しこんぶ

 

2,000

牛乳

 

50 ビール
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（体重60kgの日本人の場合）

（単位：ベクレル／㎏）

体内、食物中の自然放射性物質
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